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大阪外国語大学論集第26号（2GO2年）

ジョアン・ロドリゲス『日本小文典』に見られる

Camadizucafiという用語について

岸　本　恵 実

Tke重erma　Caseesdzescca’｛彊escr蓋bed｝by　Jo鍾o　Rod｝if嚢9組ez蓋羅

‘‘

Arge　Breve認α】し蓋麗90｛葛亙｛琴PO（ゴ，

KISHIMOTO　Emi

　　　　Jo嚢o　Rodfiguez　s・｝　（1561？－1633？）　is魚rロous　as　the　autho£of　two　Japanese

grammar　b・・ks・One　is‘L4rte　da　ling・a　de　1・tPam”（s・－called‘匁漉働〃）pubhshed

in　16044608　and　the　othef　the　rea盤anged　an（墨revised　‘二4rte　Breve　4クエtingoa　Ia7）oグ’

（‘14rte　Bre〃〆）e（lited　in　1620，王t　is　al£eady　known　that‘1・‘｛lrte　Bre〃〆’is　not　only　the

smmary・f‘匁惣G御π〃～and・ne・舳e　p・ints　newly　intr・duced　in‘1・lrte・Bre〃〆’

is　the　term　CanadZiicai，　which　can　be　seen　in　a　few　places・

　　　　R・面guez　uses（渤破膨ゴfbr　eigh樋mes　iパXノカ肋〃〆ζThe　m・st　extensive

descゆ磁・n・fthe　tαm　can　be　see曲the　pages　8v・－9r，　where・it・is・said・as｛b嚢・ws：

In　order　to　master　the　conjugation　of　Japanese▽erbs，　it　is　very　importa飢to　kaow

ab・ut　G¢職nd（：a〃4勿忽窺s（加4勿磁me段ns　how　t・write・in・Kana，　h・w　t・

cornpound　syllables　and　letters　for　making　words，離d　how　to　wri宅e　each宅ense　a無d

m・・d・in・Kana．　Other　examples・f　CanadZucai　c・incide　wi宅h　this　explana垣・n，　and

m・st　examples　are　seen　in　felati・n・With・verb・c・nluga亘・n・

　　　　王鍛the　w・rld・f　Japanese乃漁and　Rβ㎎4　P・etly・f　the　ep・ch，（渤4勿磁

USU御mea獄t　h・W・tO　USe　the　COrrect　Kbna　in　some　caseS　when　there　arte　seVera！

choices　of　Kana　for　one　sy簸able．　However，　in　that　epoch　the£e　can　be（灘scovered

s・搬eb・・ks・With・c・無cem　t・the・rules・fwi面9施π4（Kanaxitkui一吻，　which・c・ntain

charts・f　the　Japanese　sy慧ab町（G〈卿π切and　exp1滋無ab・ut・verb・c・njugati・n　as

one　of　the鮎曲ment匿娼es　of（丑sdnc極on．　We　can　come　to宅he　concluslo虚hat

Rod鍍guez　thought　usef窟1　that　fb£eign　leamefs　o　fJap我nese　had　k無owledge　of　Go3n

and伽4吻纏in・rder・t・mastαthe　c・njugad・盆・fJapanese，　and　intr・duced・the

idea　i血his　‘2｛lrteβノ’en〆こ

　　　　　　　啄

1．はじめに

　イエズス会士ジョアン・ロドリゲス（Joao　Rodriguez　1561？－1633？）は、『日本大文典S（　“A　rte

4α加goαぬ敢ρα〃〆1604－1608年刊、以下「大文典」と呼ぶ）と、後年まとめ直された『日本

小文麹（“Arte　Breve　da　Lingoa　lapoa’1620年刊、以下「小文典」と呼ぶ）（匪〉という＝二つの日
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ジョアン・ロドリゲス『B本小文典ぶに見られるCana6zuca藍という用語について

本語文法書を著した。小文典は、単に大文典を簡略化したものではないことが既に知られて

いるが、ノ1、文典では、大文典や、『段葡辞書g（1603年本編4604年補遺刊）などのほかのキ

リシタン語学書類に見られないCanadzucai（仮名遣）という用語が用いられていることも、

その特徴のひとつである。本稿では、小文典において、Canadzucaiという用語の概念がどの

ように捉えられているかについて考察を試みる。

2．小文典におけるCanadzucaiの用例

2．1．GoynとCanadzucaiについての説明

　Canadzucaiという語は小文典のなかで8例あり、18v，19r（3例），21v，24v，32r，71rに見ら

れるが、全部で8例のうち1例（71r）を除く7例までが、動詞の活用形を説明する中で用い

られている。以下引用文中、二重下線及び本文に出てくる瀬に＜1＞～〈8＞の通し番号で示すこ

とにする。18v：＜1＞，19r：＜2＞〈3＞＜4＞，21v：〈5＞，24v：＜6＞，32r：＜7＞，71r：＜8＞である。

　18vから19rにかけて、ロドリゲスはGoyn（五音伍韻）とCanadzucaiの用語を用いて、動

詞（2）の活用形の導出法について一般的な心得を述べている。まずはこの箇所から、ロドリゲ

スが考えていたGoyn及びCanadzucaiの理論の大筋を把握したい。

2。L董．　18vの記述

　Canadzucaiについて最も説明の詳しい18vでは、動詞の活用形を導き出すためにはGoynと

Canadzucaiの知識をもつことが重要であると主張されている。

　No　q　toca　em　geral　｝　f（）rmagam　dos　tempos，＆鶏odos　dos　verbos，　aduirta　se　q　pera　h｛1　saber　de　raiz

　averdade呈ra，＆natural　formagam　de　todos　os　tempos，＆modos，毒　tem　proprias　vozes　nesta　lingoa，

assi　afflrmatiuas，　como　negatiuas，　importa　grandemente　ter　noticia　do　vso　de　seu，　Goyn，　gue　sam

　as　suas　cinco　Ietτas　vogaes，　com　as　syllabas，　que　csta搬de　balxo　de　cada臆a　denas，δc　q翼e　a　tτas

　fal星amos，　＆saber　juntamente　seu，　Canadzucai〈1＞，　qhe　o　mo（io　de　escreuer　c6　a　letra，　Firagana，

　＆om◎do　como　se　aj　unta6　h道as　sy重labas，　ou　letras　com　outras，　pera　formar　as　palauras，　ven（墨o（lue

　syllaba　se　muda　hga　em　outra，　ou　constitue　long◎，　ou　breue，　ou　ditonge，　ou　he　s董ncopa　dc　outra，

　ou・faz・iRcremento・no・verb◎，＆qual　llquescig　ou　nam，＆o・como　na　mesm＆Cana，　se・escreuem・os

　tempos　dos　r【10（至os．（18v）

　　（つぎに、動詞の時制と法を示す活用語形の導きかた一一rcについて心得ておくべきことを

　　述べる。日本語の動詞には、肯定活用・否定活用を問わず、いずれの時制・法にあって

　　も［時制と法を表わす1特定の語形があるが、その語形を正しくかつ無理なく導く方法

　　を確実に身につけるには、つぎの三点を知っておくことがきわめて重要である。すなわ

　　ち、すでに述べたGoyn（五韻）つまり五つの母音字とそれぞれの母音字の下にある音節

　　［字］の使いかたと、あわせてFiragana（平仮名）の文字で書く方法、つまりCanadzucai

　　（仮名遣）を知っていること、音節つまり文字を合して韮あたらしい］語［活用語璃を導

　　く方法を知っていること一あたらしい語を導くにあたっては、どの音節がべつのどのよ
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大阪外国語大学論集第26号（2002年）

　　うな音節に換わるか、どの音節が長音または短音または二重母音となるか、どの音節が

　　いずれの音節の短縮形か、どの音節が動詞に加わってその動詞を拡大するか、どの音節

　　が半母音化するかあるいはしないか、をまず見きわめなければならない一、それぞれの

　　法の各時制形をCana（仮名）でどのように書くかを知っていること、以上の三点である。

　　（訳書：（上）IOO））

この箇所によると、「動詞の活用形を正しくかつ自然に導く方法を確実に身につける」ために

は、

　1Goynの使いかたを知る

　2Canadzucaiを知る

ことがきわめて重要であるという。そしてこのCanadzucaiとは、

　　①平仮名で書く方法

　　②語を形成するために音節あるいは文字が他の音節あるいは文字とどのように合わさる

　　　か（その際、どの音飾が、他の音節に換わるか、長音、短音、二重母音を構成するか、

　　　他の音節の短縮形か、動詞の申で増撫するか、半母音化するかしないか、が見られる）

　　　というその方法

　③平仮名でそれぞれの法の時制がどのように書かれるかという方法

の三つの事柄を指すようである。この①②③を基に、殊に②③に注Hしながら、ロドリゲス

のいうCanadzucaiの内容について後のく2＞～〈8＞の7例からさらに検討していきたい。

2．1．2．Goynについて

　用語Canadzucaiの他の用例を見る前に、18vの記述から、明らかにこの語と密接な関わり

をもつと考えられるGoynの表す内容について見ておかなければなるまい。　Canadzucaiは、実

に8例中6例（玉8y，19r（3例），24v，32r）までがGoyRという用語と合わせて使われている。

　先に挙げた18vでは、　Goynとは「五つの母音字とそれぞれの母音牢の下にある音節」であ

ると定義されていた。ここより前の箇所（7v＞に、いろは四十七文字の表に続き、18vより

詳しいGeynの説明が見られる。

　Estas　mesmas　syliabas　orden50　elles　pellas　suas　cinco　vogaes　pondo　de　baixo　de　cada　vogal，　as　ter－

　m｛nadas　Bella．　As　suas　ci籍co　vogaes，　chamadas（］oyn，　idesちas　cince　vozes　por　sua　ordさ，　sam，　A，

　1，V，　Ye，残）．　As　sy茎labas　sam　as　segulntes，＆se　lem　ern　sua　letra　de　cima　pera　baixe，＆ao　traues

　comegad◎da　mao　direita　pefa　a　esquerδa；faz§onumero　de　cincoenta，　p◎r　se　repetirE　alg嚢as　dellas

　duas　vezes，　pondo　dez　de　baixo　de　cada　cabega．　（7v）

　帽本入はおなじ四十七音節【字】を並べるのに、五つの母音を基準にして、それぞれの母

　音［字」の下にその母音で終る音節［を表わす文字肇を置く並べかたもする。五つの母音は

　　　　　　　　　　　　　おん　Goyn（五韻）一五つの音の意一と言い、日本入の並べかたの順序で言えば、　A（あ）、1

　（い）、V（う）、　Ye（ゑ）、　Vo（を）である。四十七音節はつぎのとおりである。読む時は

　上から下へ、横へは右から始めて左へ進む。数は五十になるが、これは一部の音節を二度

　用いて最上段のそれぞれの音節の下に九つの音節を置いているためである。（訳書：（上）50））
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ジgアン・ロドリゲス胞本小文撫に見られるCanadzuca｛という用語について

これに続いて、以下のような五十音図が掲げられている（原本ではローマ字は横向きである

が、便宜上縦向きに改めた）。

をVo

こCo

そSo

と’lb

のNo

ほFo

もMo

よYo

ろRo

おVo．

ゑYe

けKe

せXe

てTe

ねNe

へFe

めMe

えYe

れRe

ゑYe．

うV

くCu

すSu

つTgu

ぬNu

ふFu

むMu

ゆYu

るRu

うv．

いY

きKi

しXi

ちChi

にNi

ひFi

みMi

ゐY

りRi

いY．

あA

かCa

さSa

たTa

なNa

はFa

まMa

やYa

らRa

わVa． （7v）

　なお、大文典においても、Goynという語は用いられている。この用語について小文典ほど

の詳しい説明はないものの、やはり五十音図の意味で用いられている（56r，176r）。したがっ

て、ロドリゲスのいうGoynとは、五つの母音を基にした、五十音図の知識のことだと考え

られる。

　ノix文典の18vでは、先に挙げたGoynとCanadzucaiの重要性を説いた箇所のあと、　Goynに

関する説明が続いている。

　O　Goyn，　nam　sbmentc　mostra　as　syllabas，　ou　letras　d4　Canα，　que　se　alteram　hgas　em　outras，　como

　Sam，・Fa，　Fe，　Fi，　FO，　FU．　qUe　Se　mUdam　em　SUaS　ChegadaS．　Ba，　Be，　Bi，　BO，　Bu．＆em　Pa，　Pe，

　Pi，　Po，　Pu．　mas　tambem　mos重ra　outra　sorte　de　mudanga　de　hUas　em　outras，　que　ha　entre　as　da　mesma

　ordem；como　he　entre，　Fa，・Fe，　Fi，　Fo，　Fu．　Ba，　Be，　Bi，　Bo，　Bu．　Ma，　Me，　Mi，　Mo，　Mu，＆C．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　mgdEdo　se　muitas　vezes　por　regra　que　ha，　Ma，　em　Mi，　ou　ao　contror童◎，　Bu，　em　Ba，　＆Bi，　em　Ba，

　＆ao　contrario，＆assi　nas　de　mais；＆amaior　parte　da　formaga6　dos　tempos　dos　mod◎s　esta

　encerradanesta　mudangeq　o　q　se　ve　claramente　no　modo　de　escreuer　as　v◎zes（圭os　tempos　com　a至et£a，

　Cana．　E　a　isto　mesmo　pertence　outra　mudangeg　que　ha　e燈re　as　syllabas，　que　tem　entre　si　certo

　cunhad圭o，＆a飯簸idade，　como　sa！n，　Ma，　Fa，　Ba，　Pa．　Me，　Fe，　Be，　Pe．　Mi，2Fli，　Bi，　Pi．　Mo，　Fo，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　Bo，　Po．　Mu，　Fu，　Bu，　Pu．＆Mu，＆V．　Do簸de　pera　cscenem亀Cana，　Vma，　escreue，　Muma，＆

　Mutne，　por　Vme，　por　responder　assi　melhor　a　pronunciagarn，　＆Mu，　por　Bu；（18v）

　　（Goynは、例えば瓶Fe，　Fi，　Fo，　Fuがそれぞれ類似のBa，　Be，　Bi，　Bo，　Bu；Peg　Pe，　Pl，

　　Po，　Puに換わるように、どの音節つまりどのCanaの文字がべつのどれに換わるかを教

　　えてくれるだけでなく、もう一種の交替、すなわち同一の段のなかの音節［字】のうち

　　どれがどれと換わるかも教えてくれる。購一の段とは例えばF＆Fe，　Fi，　Fo，　Fu；Ba，　Be，

　　Bi，　Bo，　Bu；Ma，　Me，　Mi，　Mo，　Muなどのことで、　MaがMiに、あるいはその逆に、　Bu

　　がBaに、　BiがBaに、あるいはその逆に、規則的に換わることがしばしば見られるので

　　あって、こうしたことは他の段にあっても岡様である。しかもそれぞれの法の各時制を

　　添す賑刷語形の導きかたの大半がこの交替と密接につながっており、このことはCana
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　　の文字で各時制形を表す表記に明確に表れている。これと同種の交替としてたがいに類

　　縁・類似関係にある音節、例えばMa，　Fa，　Ba，　Pa；Me，　Fe，　Be，　Pe；Mi，　Fi，　B｛，　Pi；Mo，

　　Fo，　Bo，　Po；Mu，　Fu，　Bu，　PuまたはMuとVのあいだに生じる交替もある。　Vma（馬）を

　　Canaで書くとMuma（むま）となり、　Vme（梅）がMume（むめ）となるのもこの例で、

　　このほうが発音によく対応しているのである。Bu（ぶ）をMu（む）と書くのも岡様であ

　　る。（訳書：（上）IOI））

　ここでは、Goynの理論により以下のア）イ）ウ）の交替が説明されるということが示され

ている。

　　ア〉ハ行がバ行・バ行に換わるような、清濁に関する交替

　　イ）Ma，　Me，　Mi，　Mo，　Muの間で生じるような、同じ行の中で規則的に起こる交替（い

　　　　わゆるr五音相通」）

　　ウ）Ma，　Fa，　Ba，　Paの間で生じるような、同じ列の中で起こる交替（いわゆるf同韻相通」）

ア）の清濁の交替は五十音図から直接理解される事柄ではないが、8r，9rに説明のある、　Sumi

（清み）の音節の仮名に点を付けて類似したNigori（濁り）の音節に換える方法が、行ごとに

規則的に行われることから、Goynの理論に含められたと考えられる。

　そして、この18vによると、イ）の同行内の交替は活用形の導き方の大半と密接につながっ

ており、このことは仮名で各時鱗を表す表記、すなわち先に述べた、平仮名でそれぞれの法

の時制がどのように書かれるかという方法の意味でのCanadzucai（③）に明確に表れている

という。

　上の記述から、ロドリゲスが考えていたGoynとCanadzucaiの関係を窺い知ることができ

る。つまり、Goynすなわち五十音図の理論に基づいて、実際に仮名で表記する用法がCanadzucai

であり、GoynとCanadzucaiは理論と実用の関係にあると考えられよう。

　さらに18vの続く箇所で、ロドリゲスは

　　de　modo　que　toda　a　armonia　das　formagoens　de　sua　ling◎a　consiste　no　G（脚，＆Canadzucai〈2＞，

　　（18v－19r）

　　（日本語の活用語形を無理なく自然に導くことができるかどうかは、あげてGoynとCana－

　　dzucaiによってきまることになる。（訳書：（上）IOI－IO2）

と述べ、仮名の学習者を導く教師に対して

　　hum　liurinho　que　ensina　o　Canadzucai〈3＞，＆regras　geraes（至esta　materia　（19r）

　　（Canadzucaiとその一般財を説明した小冊子（訳書：（上）102））

による指導を勧めている。

2．2．Canadzucaiの具体例の検討

　当節では前節2．Lで見てきた、ロドリゲスのいうCanadzucaiの概念及びGoynとCanadzucai

との関係を、さらにCanadzucaiの例＜4＞～＜8＞から確かめていきたい。
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2。2．L　GoynとCanadzucaiに基づく活用形導患法

　19rの先の箇所に続く部分で、ロドリゲスは次のように述べている。

　　Por　falta　deste　conhcciment｛）do，　Goソn，＆　Canadzucai＜4＞，　alg昼as　das　regras，（蓬ue　ategora

　　correram　a　cerraca　das　formagoens　dos　verbes（das　quaes　deixamos　algtias　assi　como　estaua6）

　　nam　sam　as　verdade圭ras，＆RatUraes　conferme　as　regras　dc　seu，（｝oアn，　mas　imaginadas，　formando

　　alguns　te搬pos，＆modos　affirmatluos　da　voz　negatiu亀＆◎utros　de　outras　remotas，　por　parecer

　　que　respondiam　a　formagam，＆nam　se　saber　a　propri亀sendo　ao　contrario，　que　assi　o　afflrmatiuo，

　　como　o　negatiuo，　se飴㎜am　do謹㎜atiuo，　comegando　da　raiz，　como　a　baixo　se　vera．（19r）

　　（動詞の活用語形の導きかたに関してこれまで行われてきた規鋼のなかには、Goynと

　　Canadzucaiに関するこうした知識を欠いていたため、　Goynの規則から見ると無理のない

　　正しい規則などではなく想像の産物にすぎないものがあり、時制・法を示す一部の肯定

　　語形を否定語形から導いたり、ある語形をそれとは葬常に関係のうすい語形からつくっ

　　たりしている。これはそうするのが【正しい1活用語形の導きかたであると思い、真の

　　導きかたを知らなかったためであるが、事実はこれと逆で、肯定認形も否定語形も、以

　　下に見るように、語根を出発点として肯定語形から導くのである。（訳書：（上）1◎2））

すなわち、肯定形も否定形も、語根（現代語でいう連用形）をもとに肯定形から導くのが正

しい方法であり、そのためにはGoyRとCanadzucaiの知識が必要である、というのである。

　これに続いて、具体的な活用形の導出法が示される。この中で実際に、24vと32rでは、活

用形を導くためにGoynとCanadzucaiに即していると称する方法が矯いられている。この記

述をまとめると、次のA＞B）の方法である。

A）第二活用動詞（ハ行以外の四段活屠動詞とナ行変格活罵動詞）の否定形を導く方法で、肯

定動詞の語根の1をAnuかAzuに換える（24v，32r）。例、　Yemi，　yomanu，　yomazu．

　　0　negatiuo　preseRte　se　pode　formar　de　dous　modos：o　primeiro，＆proprlo　do　seu，　G（）yn，＆

　　Canadzueai＜6＞，　se　forma　mudao　o／，　da　raiz，　em、Anu，　ou．Azu．（24v）

　　（【直説法の】現在時制否定形を導くには二つの方法がある。第一の、そしてGoyn（五韻）

　　とCanadzucal（仮名遣〉に固有の方法は、語根の1をAnuかAzuに換える。（訳書：（上＞

　　124））

B）第三活用動詞（ハ行四段活用動詞）の否定形を導く方法で、肯定動詞の語根の1をVanu

かV㌶uに換える（32r）。例、　Narai，　naraua；lu，　narauazu．

　　Os　da　seguada，＆terceira　conjugagam　se茎）odem　f（）rmar（圭e　dous　modos；o　primeiro，　propr量o　de

　　seu，　（｝oJ／n，　＆Canadeucai＜7＞，　se　forma　da　raiz　mudando　os　（la　segunda　o，　i，　em，　Anu，　ou

　　Azu．＿　　Os　da　terceira　mu（ia6　0　／，　em，　Uanu，　ou　Yazu．（32r）

　　（第二・第E活用型動詞には、導きかたがそれぞれ二つある。一つはGoyn（五韻〉と

　　Canadzucai（仮名遣）に固有のもので、第二活用型動詞では【肯定動詞の】語根の1を

　　AnuかAzuに換えて導く。…第三活用型動詞では、【爾定動詞の語根の］1をvanuかVazu

　　に換える。（訳書：（上）161－162））

　これらの第二活用・第三活用の否定形の作り方については、A）B＞の語根からの導出法
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のほか、以下のa）b）の方法も紹介されている。

a）第二活用動詞（ハ行以外の灘段活用動詞とナ行変格活用動詞）の否定形を導く方法で、直

説法未来の6をAnuかAzuに換える。例、　Yom6，　yomanu，　yomazu．

b）第三活用動詞（ハ行四段活用動詞）の否定形を導く方法で、直説法未来の6をAnuかAzu

に換える。例、Narau6，　narauanu，　narauazu．

　A）B）とa）b）の導出法を、動詞「立つ3（夕行四段活用）・「歌ふ」（ハ行四段活用）

の二例を挙げて比較すると以下のようである。

A）Tachi，　tatanu，　tatazu．

a）　Tat6，重atanu，　tatazu．

B）Vtai，戚auanu，　u重a“azu．

b）　Vtau6，　utaua益u，　uta雛az聾．

たち、

たたう、

うたひ、

うたはう、

たたぬ、

たたぬ、

うたはぬ、

うたはぬ、

たたず

たたず

うたはず

うたはず

　すでに豊島（ig89）の指摘がある通り、ローマ字綴りの面から見ると、　a）b）の方法は

A）B）よりも綴り宇の変化が小さい。特にサ・ザ・タ・ダ行については、a）をA）と比

べるとわかる通り変化が小さくて済む。

　一方、仮名表記として見ると、GoynとCanadzucaiに固有な方法であるというA）B）の

うち、A）では語根（連用形）の「ち」が「た」に、　B）では「ひ」が「は」に換わる。　A）

はタ行間、B）はハ行間の交替であり、18vで見られたGoynの説明中、同行内での交替、言

い換えればヂ五音相通」の理論に当てはまるものである。ロドリゲスは、a）b）のような

綴りの変化が小さく、外国人にとっては比較的易しいと思われる導墨法よりも、6本固有の

五十音図に基づいた、語根から導くA）B＞の方を第一の方法として優先して挙げているの

である。

2．2．2．C窺囎dz競c劉1単独使用の用例

　これまでのところで、Goynとともに用いられているCanadzucaiの6つの用例を検討した。

本項では、Canadzucaiが単独で用いられている残る＜5＞，＜8＞の2例を検討する。2例が現れ

るそれぞれの箇駈では、下のようなことがCanadzucaiに基づいていると述べている。まず21v

には以下のようにある。

　　0　segundo　conjunc£iuo　seu　presente　se　formeg　mudande　o　derradeiro，　Ru，　do　iRdicatiue　presente

　　em，　Redomo．　Vt，　Motomuredomo；pera　preterito，　acrecentam　ao　preterito　perfelto　do　indicatiuo，

　　Redomo．　Vt，　Motornetαredomo，　o（｝ual　modo　em　rigor　he，　Motomete　aredomo，　perdendo　o，　E，

　　do　pa翻plo，　como伽be搬，　Motometa；＆◎utras　vozes　terminadas　em，　Ta，　de　preterlto，　sam，

　　Motomete　aru，　o　qual　siRcopado　鉛z，　Motometarzt，＆este　na　prat量ca　s量ncopado　outra　vez

　　faz，　Motometa；oque　tudo　se　ve　em　seu，　Canadzucai〈5＞；（21v）

　　（第二種の接続法。この法の現在隠制形は直説法現在時擬形の最後のRuをRedomGに換

　　えて導く。例、Motomuredomo（求むれども）。過宏時鱗形は直説法完了過去時鰹形に

　　Redomoを加える。例、　Motometaredomo（求めたれども）。この語形は、厳密に言えば

　　Motomete　aredomo（求めてあれども）で、このなかの分詞【Motomete］のEを落とした
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　　ものがMotometaredomoである。同様に、［直説法】過去時鰯のMotometaも［厳密には】

　　Moto！nete　aruで、これが短縮形としてのMotometaruとなり、これが会話体で再度短縮化

　　してMotometaとなったもので、このことはTaで終る他の過去時鱗形にも妥当する。こ

　　うしたことはすべてCanadzucai（仮名遣）を見ればわかることである。（訳書：（上）！10一田））

ここでのCanadzucaiは、　eg　Z種接続法の活用形導出全体を指していると考えられるので、

Goynの理論を基にした、平仮名でそれぞれの法の時制を書く方法（③）の意味であろう。ま

たこの箇所で説明されている、

　　Motomete　aredomoゆMotome重aredomo

　　Motomete　aru吟Motometaru→Motometa

という新しい語形が作られる際に起こる音節の短縮化現象は、語を形成するために音節が他

の音節と合わさる方法（②）であり、この箇所のCanadzucaiは②③雨方の意味を含んでいる

といえる。

　またもう一つの例は、動詞喉ふ3の、書き方と読み方についての説明の申に見える。

　　0　VERBO　substantiuo，5〃α43δηゑ　1，　soro，　he　o　verbo　substant圭uo，　Saburai，　saわurδ，　sincopado，

　　＆he　a　mesma　lctre9＆conforme・ao・seu・Canaduucai〈8＞，　Saburai，　se・escrege，34β纏，＆Ra

　　composigam　da　Cana，　Safu，　se　le，3δjongo；d6de，　de，　Sabu，　ou，　Safa，　sincopandoo

pronu登ciara鶏，　∫6，　dizさdo，　Sδrai，　s6γδ，　poぎ，　Saburai，　saburδ．　（フ1r）

　　（結合動詞S6rai，　s6r6またはsoroは、結合動詞Sab縫嶽，　sabur6（候ひ・候ふ）の短縮形で

　　文字膜字］もひとしい。Sabural（さぶらひ）をCanadzucai（仮名遣）にしたがって書く

　　とSafurai（さふらひ）となる。　Cana（仮名）を組み合せてこのように書いた階のSa鎌は、

　　長いS6と読む。このことからつぎのことが書える。すなわちSabuつまりSafUに短縮化

　　現象が生じてS6という発音が生まれ、　Saburai，　sabur6をSδrai，　s6r6と発音するように

　　なった、と。（訳書：（下）106））

福島G972）がすでに指摘しているように、　Saburaiを当時の一般的な仮名遣にしたがって書

くと、SafUrafi（さふらひ〉となるべきところである。しかしここでmドリゲスがCanadzucal

に一致すると見なしている事樋は、SabuがSafuと書かれるということに見られるブとフの

交替と、Safuをソー（開音〉と長音によむということの二つのうちの前者の、あるいは両者

の現象のことではないだろうか。この二つのうち、ブとフの交替は18vで見られたGoynの理

論のうちア）の清濁の交替であり、同じ18vのCanadzucaiの説明にある、音節が他の音節に

換わる（②）という現象でもある。またSafuを長音によむことは、やはり②の、音節と音節

が合わさる際に短縮化するという項農と含致する。

　この＜5＞，＜8＞の二つの例から、Canadzucaiという概念が、単に仮名という文字の書き方

（①）にとどまらず、語を形成するときの音節の合わさり方（②）、言い換えれば、語の中に

おける仮名の特殊な読み方をも含んでいることがいっそう明確になった。

　以上のように、小文典に見られるCanadzucaiの8例は、　Goynとともに用いられている箇

森でも、単独で用いられている箇所でも、18vから19rで述べられているGoynとCanadzucai

の説明に合致する内容となっている。
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3．日本の仮名遣書との関係

　2．から、mドリゲスの用いたCanadzucaiの意味がほぼ明らかになった。ここでは、日本

においてすでに用いられていた版名遣」という用語と比較して考察を加えたい。

　「仮名遣」という語は、広く仮名の使い方という意味で用いられることがあったが、狭義

の、同音の仮名の使い分けという規範的な意味で用いられることが多かった。

　　オワノ仮名ハオモフオシムワタルワカルト云二用之也　下ニハ大略不用之也　是ハ仮

　　名ッカイナリ　（ll桂庵和尚家法倭点ガ3）元和頃刊）

　　能筆の文字かな遣いの相違あるは悪筆にもおとれり（『慶長見聞集』（4）1614年奥書）

　ロドリゲスがCanadzucaiという語を使うに至った経緯は明らかではないが、最も確実な根

拠となるのは、小文典に書かれているFCanadzucaiとその一般則を説明した小冊子」（19r）、

いわゆる仮名遣書の存在である。そこで本章では、ロドリゲスの記述と、彼が言及している

当時のいわゆる仮名遣書との共通性・栢違性を見ていく。

3．1。規範的仮名遣（狭義の仮名遣）の扱い

　「定家仮名遣」として普及した『仮名文字遣』（1363年以降成立）に含まれている仮名遣は、

「い」「ゐG「ひ」、「え」「ゑ」「へ」、「おj「を」「ほ」、「う」「ふ」「む」、「わ」「はjの使い分

けであり、ア行・ワ行・ハ行（転呼音）の使い分けを中心としている。後世の仮名遣書はこ

の使い分けを基調としながら、宇音仮名遣や照つ仮名など他の使い分けについても言及する

ようになった。

　しかし、小文典においては、仮名についての具体的な説明を晃るところ、日本の仮名遣書

で重視されていた上のような仮名の使い分けについての記述はほとんど見られない。ただし、

ハ行転呼音に関しては、二つ以上の仮名で表す音節を説明した中に二文字自以降のFふ」の

読みを示した、大文典には見られない記述がある。

Com　as

sy蓋韮abas．

FミンG・

轟．

藷
Keft．

Nafu。

κ鰍。

Escreuξ≡，　＆

pronUCIa・

Fio．

Kio．

Rio．

Ke6．

Nδ．

痘覚．

As　primeiras　quatro　se　pronunciam　ao

！鷺odo　das　liquidas，　toca難do！n縫圭ρ◎uco

n◎，1，◎uE．　Vt，　Fionna，　Tanrio，　Fiheδ。

　As　que　se　c◎孤poem　de甘es　sy1呈abas　sa磁comume蹴e　as　que　te　as　vltl搬as　IGngas，＆tambe組as

sy重豆abas　que　liquescuut．　V重，

C6　as　syllabas．

Escreuem，

＆pr◎Runciatn．

9ui

Ki6。
slc

Kit2．

sic

Nh6，

NhU．

A　letr4　V，　post　e，

sempre　liquescit．

（8v）
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　　（二つの音節【字】、Fiyo（ひよ）、　Kiyo（きよ）、　Riyo（りよ）、　Kefu（けふ）、　Nafu（なふ）、

　　Kifu（きふ）はそれぞれ、　Fio　Kio　Rio　Ke6　N6　KiUと表記し、　Fio，　Kio，　Rio，　Ke6，　N6，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん　　K毒と発音する。最初の澱つξにある1またはEの音】はほとんど1またはEでなくな

　　り、半母音のようになる。例、Fi◎nna（ひよんな）、　Tanrio（短慮）、　Fike6（卑怯）。

　　　三つの音節［字｝から成るSumi（清）の音節は最後の音節が長くなるのが通例である。

　　また半母音化する音節を持つものもある。例えば三つの音節［字1、Cuuau（くわう）、　Kiyau

　　（きやう）、Kiyufu　（きゆふ）、　Niyau（にやう）、　Niyufu（にゆふ）はそれぞれ、　Qu6　Kl6　K節

　　Nh6　N穂と表記し、　Qu6，　Ki6，　Kig，　Nh6，　N擁と発音する。　Qに続く文字vはつねに半

　　母音となる。（訳書：（上）54－55））

　ここでは、Kefu（けふ）と書いてKe6〈合音キョー一）、　Nafu（なふ）でN6（開音ノー）、　Kifu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ（きふ）でKiti（キュー）、　Kiyufu（きゆふ）でK沁（キz－）、　Nlyufu（にゆふ）でN穂（ニュー）

と、入声音を含むハ行音の転呼のために、二文字図以降に書くfふ」を長音に発音する例が

挙がっている。このことが発音上の規則として明記されているわけではないが、Uドリゲス

がこの法則を理解していたことはほぼ明らかであろう。また、先に挙げたフlrの動詞f候ふ3

について説明した箇所でも、やはり二文字目の「ふ］を長音に読むことにふれている。（優

し、71rではCanadzucaiという語を用いて説明しているが、8vではこの用語は見られない。）

　したがって、ロドリゲスは小文典執筆の段階で二文字目以降に書かれた「ふ」が長音に読

まれるのを知っていたことはほぼ確実であろうが、ハ行転呼音「はjfひjFへ」「ほ」の読み

について知っていたかどうか、記述がないため明らかではなく、そのほかワ行・ア行の使い

分けについても言及されていない。

　小文典では、ハ行転呼音を除けば、仮名遣に濁する具体的な記述は、開合（8v）、拗音（8v）、

縷音の「む」表記（9r）、入声音の「つ」表記（9r）、マ行音の前のVを「む」と書くこと（19r）

など、場合によって別の音節に換わる仮名、つまり一文字で二種類以上の読み方がある仮名

について示している。その一方、Fい」「ゐ」、「え」ジゑ」、「おlfを」という当時すでに同音

になっていた仮名の使い分けについては説明がない。

　このことは、以下の5vに見える、学習者に書くことよりまず読むことの習得を勧める方針

によるものであろう。

　　como　estiuerem　algum　tant　auaRte　nella，　por　nenhum　modo　deuem　compor　se　na6　nG　es£illo　da

　　escritura；　＿　　E　pera　isto　ajuda　muito　aprender　a　ler　sua　Ietra　corrente（圭os　l圭uros　Iaponicos，　que

　　estam　em　lingoa　de　Iapam，＆os　liuros　das　cartas，　ainda　que　nam　saibam　escreuer，　ao　menos

　　saibam　ler，　Cana　misturada　com　alggas　ietras．（5v）

　　（ある程度進歩したら文章体以外で文を書くようなことは絶対にしてはならない。……こ

　　のための大きな援けとなるのは、日本語で書かれている書物や書簡集のなかに見られる

　　使用頻度の高い文字の読みかたを覚えることである。したがってたとえ書きかたはわか

　　らなくとも、Cana（仮名）と文字［漢字】の混じたものを読むことだけはできなければな

　　らない。（訳書：（k）43－44））

mドリゲスは書くことよりまず読むことを習得させるために、平仮名で書かれたものを読む

106



大阪外國語大学論集第26号（2002年〉

のに最低限必要な仮名遣だけを小文典に盛り込もうとしたためであろう。日本語を学ぶ外国

人にとって、主に和歌・連歌の世界だけで通用する、しかも規則性を見出しにくい仮名の表

記上の決まり事を、初歩の段階で学ぶ必要はなかったのである。

　しかしながら、先に見た通り、本来の音で読まないハ行転呼音の「は」「ひjfへ」「ほ」に

ついての説明はなく、平仮名文を読むための仮名遣を学ぶには小文典だけで十分とはいえない。

3．2．ロドリゲスが仮名遣書から取り入れた活用の原理

　前項から、ロドリゲスの仮名遣に関する具体的な記述が、臼本の仮名遣書とは重点の置き

方を異にしていることが明らかになった。

　しかし、前節でもふれたように、仮名遣書類は次第に内容が豊富になり、ただ用例を挙げ

るだけでなく、発音や意味などの違いにより使い分けの法則化が試みられるようになった。

そしてその中に、ロドリゲスのCanadzucai論と重なる箇所をもつ書がある。つまり、仮名書

き分けの原理のひとつとして、活用を取り上げたものがいくつか見られるのである。

　『後普光園院御抄』（s）（二条良基著、1382年成立か〉はその早い例として注國される。この

書では、ドいろは」に続いて仮名の使い分けの用例が挙げられるが、その使い分けの原理とし

て活用による説明が見られる。

　　　　　　　にほ　　一端のへ　蕪へとのへの字也　故に母字（筆者注語中語尾に用いる字）に用之　中に有

　　不比江韻字之　いはく　敬うやまふうやまひうやまへ　随したかふしたかひしたかへ

　　答こたふこたひごたへ等多し

「故に母字に用之　中に有不比江韻字之」は、活用形の語尾がフ・ヒ・エとなるとき、エには

「へ」を書く、という意味であろう。このほか、「奥のひ」（「ひ」の仮名）、f中のえ」（「え」

の仮名）の項でも類似の説明が見られる。

　また癌島（1972）は、馬を「むま」、梅を「むめ1と書くことなど、ロドリゲスの記述と重

なる部分をもつ仮名遣書として『仮名遣近趣（6）（伝一条兼良（1402・・1481）著）を挙げている。

この書は、使い分けの難しい仮名について多くの用例を列挙しているだけでなく、「音連声相

通」と題する五ナ音図や、相通説についての記述が見られることが注営される。

　　一　端のへの字の事五音相通にてふひへvと讃字は皆への字なり
　　　　　　トモナフ　カクラフ
　　ふひへ　朋友　語　（中略）

　　はひふへほの五音ははひに通しへははに通故にふひへの殊にある字はこのことし　此外

　　へふvと書字の事

　　かへかふる更　かそへかそふる算　（以下略）

ここではハ行四段とハ行下二段の勤詞を例にして、ハ行の仮名遣を活用によって説明している。

　　一　中のえの事

　　やいゆえよ相通故にゆえと通かなは皆中のえなり

　　見えみゆる晃　きこえきこゆる聞　（以下略）

これはヤ行の相通することを述べたものである。
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ジョアン・mドリゲス賠本小文撫に見られるCanad㎞caiという絹語について

　　一　中のゐの事

　　訓に當ゐ一方にいひ詰てあまたにかよはぬは皆中のゐなり

　　くらゐ｛立　くれなゐ紅　（以下路）

「一方にいひ詰てあまたにかよはぬ」とは活用のない語を搬すと思われる。つまり、訓読みで

活用のない語に対してはfゐ」の仮名を用いる、という意味だと思われる。

　そのほか同時代の仮名遣書としては、島園（1966）によると、肖柏（1443・・1527）著『仮名

遣近道之事』、三条西実隆（1455－1537）の著と伝えられる『仮名遣極意醒販名遣捷径集』露仮

名遣九折』にも、ハ行などを例に挙げた相通説が見られるという。

　小文爽の18vではCanadzucalの内容として、①平仮名で書く方法、②語を形成するために

音節・文字を組み合わせる方法、③平仮名で各法の時制を書き表す方法、の三つが挙げられ

ていたが、そもそもこの箇飯が動講の時制と法を示す活用語形の導きかた一一ncについて述べ

る留頭の部分であり、実際に本文の記述でも③の活用形の導出方法に重点が置かれていた。

特に小文典が対象とする日本語学習の初心者にとっては、日本語の活用の原則を知ることが

極めて重要であると考えられたのであろう。

　ロドリゲスは、（おそらく、教養ある日本人の助けを借りて）仮名遣書を読んだときに、実

用的な意味のうすい仮名の表記上の使い分けでなく、仮名遣書にとっては本来付加的なもの

であったが、日本語の活用を習得するのに役立つ「五音相通」の理論に実用性を認め、強い

関心を恭したものと思われる。

4．まとめ

　小文典においては、大文典では見られなかったCanadzucalという語が度々罵いられている。

その用例8例の分析から、ロドリゲスのCanadzucalという用語にっいて、以下のようなこと

が明らかになった。

　第一に、CanadzucaiをGoynすなわち五十音図の理論に基づいた実際上の仮名の使い方と

見なしていること。

　第二に、Canadzucaiの指す内容の申に、単に文字（仮名）の書き方という表記上のことだ

けでなく、Goynの理論に基づいた語形の変化の捉え方を含めていること。そして、そのよう

な語形変化の解釈と密接な関係のあるGoynとCaRadzucaiについての知識をもつことは、活

用形導出法の習得のためにきわめて重要であると考えていること。

　第三に、仮名の使い分けの規範という狭義での仮名遣の意味でなく、むしろ嚢時いくつか

の仮名遣書で見られるようになっていた、仮名を書き分ける原理としての活胴の概念をCana－

dzucaiの重要な要素として取り入れたこと。

　ロドリゲスが重視したCanadzucaiとは、仮名遣書の中心であった表記上の仮名の使い分け

ではなく、外国人にとって習得の難しい活用形の導出に役立つ、五十音図に閣わる知識だっ

たのである。
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〈注〉

（1）小文典の引用は、本文はロンドン大学本影印（笠間書院1989）及びアジュダ図書館本影印（新入物往

　　爽社⑲93）を、邦訳は池上琴夫訳（岩波書店1993）を罵いた。

（2）原文のverboは、日本語の品詞でいえば動詞だけでなく形容詞（原文verbo　adiectluo）も含んでいる。

（3）引用はr大B本吏料壽九編之一（東京帝国大学1928）所収の翻刻による。

（4）引期は『江戸吏料叢謝（薪人物往来社1969）駈収の翻刻による。

（5）引用は『静嘉堂文庫蔵後普光園院御抄仮名遣つyらおりS（武市醍弘編和泉書院王989）願収の影印

　　による。

（6）引用は樒語学大系（仮‘＆遣一）g（福井久蔵編潭生閣1939（覆刻国書刊行会1975））の翻刻による。
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